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9
月
定
例
会
は
9
月
3
日
か
ら

26
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
た
。
最
終
日
に
追
加
提
案

が
あ
り
、
14
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
、
13
年
度
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
案
等
28
件
を
可

決
、
認
定
。
13
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定
案
は
継
続
審
査
と
し

閉
会
し
た
。
今
回
の
補
正
額
は

3
億
６
２
０
３
万
円
で
補
正
後
累

計
は
１
８
７
億
３
９
７
９
万
円
と

な
る
。
特
筆
す
べ
き
部
分
と
し
て

最
終
日
に
市
の
財
政
健
全
化
判
断

比
率
・
資
金
不
足
比
率
の
報
告
が

あ
っ
た
。
実
質
赤
字
比
率
・
連
結

実
質
赤
字
比
率
と
も
に
健
全
化
基

準
以
下
で
あ
り
、
実
質
公
債
費

比
率
15
・
０
㌫
将
来
負
担
比
率

１
０
１
・
４
㌫
と
着
実
な
健
全
化

を
見
せ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
団
塊

の
世
代
を
中
心
に
退
職
者
が
激
増

し
た
事
に
対
し
て
出
来
る
限
り
新

規
採
用
者
を
絞
っ
て
き
た
事
が
功

を
奏
し
た
と
言
え
る
。
今
後
の
財

政
を
含
む
市
政
の
大
き
な
不
安
要

因
と
し
て
は
、
直
接
今
回
の
議
案

に
は
関
係
が
な
い
も
の
の
、「
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
火
災
」「
市

立
角
館
病
院
の
入
札
不
調
」「
唐

突
な
形
の
本
庁
舎
建
設
場
所
変
更

素
案
発
表
」「
誘
致
予
定
の
㈱
司

食
品
工
業
か
ら
用
地
の
追
加
要

求
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
難
し
い
問

題
が
山
積
す
る
中
、
昨
年
議
会
で

否
決
さ
れ
た
ク
ニ
マ
ス
資
料
館
の

用
地
調
査
費
の
再
提
案
や
、
来
年

度
か
ら
保
育
園
の
民
営
化
の
議
案

が
提
出
さ
れ
る
な
ど
大
変
に
ぎ
や

か
な
定
例
会
に
な
っ
た
。
い
ず
れ

も
選
択
を
誤
れ
ば
今
後
の
市
政
に

波
乱
を
含
む
、
合
併
以
来
恐
ら
く

最
大
最
多
の
問
題
と
課
題
が
浮
上

し
た
。

　

先
送
り
し
て
き
た
課
題
や
予
期

せ
ぬ
問
題
が
次
々
と
発
生
す
る
中

で
、
あ
え
て
火
中
の
栗
を
拾
う
よ

う
に
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
建
設
を

再
提
案
せ
ざ
る
を
得
な
い
背
景
に

は
、
そ
も
そ
も
市
当
局
が
県
に
お

願
い
し
て
、
県
と
の
協
働
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

事
業
が
、
昨
年
本
市
議
会
で
否
決

さ
れ
て
お
り
、
県
と
し
て
も
本
案

件
に
時
限
が
せ
ま
り
つ
つ
あ
り
、

廃
案
を
避
け
た
い
門
脇
市
政
と
し

て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
予
算
委
員
会

の
最
終
盤
で(

今
後
の
田
沢
湖
全

体
の
観
光
振
興
を
考
え
る
と
、
大

沢
地
区
で
は
特
に
冬
季
の
誘
客
に

不
安
が
あ
り
、
用
地
選
定
に
も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
精
査
す
る

必
要
が
有
る
と
し
て)

再
び
こ
の

予
算
案
を
修
正
す
べ
く
、
議
員
か

ら(

用
地
調
査
費
の
5.4
万
円
を
予

備
費
に
振
替
え
る)

修
正
案
が
提

出
さ
れ
た
。
多
く
の
議
員
が
こ
の

施
設
は
将
来
に
渡
っ
て
財
政
を
蝕

み
続
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不

安
と
、
地
域
的
な
思
い
が
複
雑
に

交
錯
す
る
中
、
修
正
案
は
否
決
さ

れ
事
実
上
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
湖

畔
、
大
沢
地
区
へ
の
建
設
が
承
認

さ
れ
た
形
に
。

　

市
の
誘
致
企
業
と
し
て
用
地
取

得
を
終
え
た
生
保
内
黒
沢
地
区
に

建
設
予
定
の
㈱
司
食
品
工
業(

本

社
東
京)

の
滝
本
社
長
が
先
日
来

庁
し
て
産
業
建
設
委
員
会
に
出
席

し
た
。
席
上
、
委
員
の
質
問
に
対

し
て
感
情
的
な
問
題
発
言
を
す
る

な
ど
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
用
地
取

得
の
遅
れ
に
対
し
て
強
い
苛
立
ち

を
見
せ
た
上
、
更
に
工
場
敷
地
の

除
排
雪
場
所
と
し
て
用
地
取
得
を

要
求
し
た
。
委
員
一
同
滝
本
社
長

の
問
題
発
言
に
著
し
く
心
象
を

害
し
た
が
、(

滝
本
社
長
に
よ
る

と)

誘
致
工
場
の
規
模
を
さ
ら
に

拡
大
し
て
40
億
円
の
投
資
を
見
込

み
、
製
造
工
程
も
５
ラ
イ
ン
に
拡

大
、80
名
程
度
の
雇
用
を
予
定
し
、

「
そ
の
多
く
を
正
社
員
と
し
て
採

用
」
更
に
「
工
場
の
建
設
前
に
従

業
員
を
前
倒
し
採
用
し
、
青
森
工

場
な
ど
に
研
修
に
出
す
」「
給
料

は
首
都
圏
並
み
に
す
る
」
な
ど
の

魅
力
的
な
発
言
に
期
待
す
る
一
面

も
あ
っ
た
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

9月定例会補正額
3億６千203万円に

第５回 仙北市議会９月定例会

補正後累計は 187 億 3979 万円に
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平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
及
び
平
成
25
年
年
度

一
般
会
計
、
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
の
２
議
案
を
９
月
16
日
・

24
日
の
２
日
間
の
日
程
で
審
査
し
た
。（
各
分
科
会
の
質
疑
は
、
委
員
会

報
告
に
て
記
載
）

継
続
し
て
運
営
す
る
為
の
収
支

計
画
が
甘
い
。

２
、
維
持
管
理
の
為
の
経
費
に
係

る
財
源
捻
出
の
議
論
が
噛
み
合

わ
な
い
。

３
、
費
用
対
効
果
、
冬
期
の
集
客

対
策
に
つ
い
て
の
議
論
不
足
。

４
、
仙
北
市
全
体
、
田
沢
湖
全
体

予
算
常
任
委
員
会
報
告

の
観
光
振
興
計
画
に
お
い
て
、

核
と
す
べ
き
明
確
な
位
置
づ
け

が
必
要
で
あ
る
。

■
修
正
案
に
対
す
る
討
論

反
対
討
論

　

提
案
者
が
、
仙
北
市
あ
る
い
は

田
沢
湖
全
体
の
観
光
振
興
の
明
確

な
案
を
持
ち
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

が
そ
の
案
に
合
致
し
な
い
と
い
う

事
な
ら
理
解
で
き
る
が
、
そ
う
し

た
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
ま
ま
の
修
正

案
に
は
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　

検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
た

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
建
設
に

修
正
案
提
出
さ
れ
る

ま
ま
で
見
切
り
発
車
せ
ず
、
十
分

に
施
設
の
機
能
を
果
た
し
、
田
沢

湖
再
生
に
つ
な
が
る
と
断
言
で
き

る
ま
で
細
部
に
わ
た
る
議
論
の
積

み
重
ね
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
修
正
す
べ
き
で

あ
る
。　
　

【
採
決
】
賛
成
少
数
に
よ
り
、
修

正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
補
正
予
算
原
案
に
対
す
る
討
論

反
対
討
論

　

旧
町
村
時
代
の
高
度
成
長
期
の

時
代
で
あ
れ
ば
い
ざ
知
ら
ず
、「
た

だ
箱
物
を
造
れ
ば
良
い
」
と
い
う

時
代
は
過
ぎ
て
い
る
。

各
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
が
非

常
に
厳
し
い
お
り
、
当
然
、
慎
重

を
期
す
べ
き
で
あ
る
事
か
ら
、
補

正
予
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

修
正
案
の
提
案
理
由
に
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
確
か
に
計
画
内
容

が
不
確
定
な
部
分
が
多
少
な
り
と

も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
湖
畔

の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、要
望
し
て
原
案
に
賛
成
す
る
。

【
採
決
】
賛
成
多
数
で
、
原
案
は

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

継
続
的
な
施
設
運
営
の
計

画
を
示
せ
！

修
正
案
提
出
理
由

１
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
建
設
後
に

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議
会
改
革
を
進
め
る
た
め
、
議
長
の
諮
問

機
関
で
あ
る
「
議
会
改
革
推
進
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。（
任
期
は
平

成
26
年
9
月
26
日
～
平
成
28
年
5
月
7
日
）
委
員
は
次
の
6
名
で
あ
る
。

◎
座　

長　

黒
沢
龍
己
委
員

○
副
座
長　

真
崎
寿
浩
委
員

高
橋
豪
委
員
、
熊
谷
一
夫
委
員
、
門
脇
民
夫
委
員
、平
岡
裕
子
委
員

③
定
数
の
削
減
22
名
→
19
名
（
平

成
23
年
12
月
21
日
議
決
平
成
26

年
改
選
～
）

④
議
員
報
酬
の
５
％
相
当
削
減

（
平
成
23
年
12
月
21
日
議
決 

平

成
24
年
4
月
1
日
～
平
成
25
年

3
月
31
日
ま
で
の
時
限
）

○
議
長

　

３
７
５
千
円
→
３
５
６
千
円

○
副
議
長

　

３
２
８
千
円
→
３
１
１
千
円

○
議
員

　

３
１
２
千
円
→
２
９
６
千
円

⑤
常
任
委
員
会
の
再
編

総
務
→
総
務
文
教
、
教
育
民
生
→

市
民
福
祉
（
平
成
24
年
3
月
23

日
議
決
）

⑥
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
の
新

設（
平
成
24
年
3
月
23
日
議
決
）

⑦
議
会
報
告
会
の
実
施（
平
成
24
年

5
月
17
日
平
成
24
年
11
月
18
日
）

4
議
会
改
革
推
進
協
議
会（
第
３
次
）

　
（
平
成
24
年
6
月
29
日
～
年
平

成
26
年
1
月
15
日
）

①
議
会
報
告
会
の
実
施
（
平
成
25

年
7
月
14
日
）

②
選
挙
公
営
制
度
の
実
施
（
平
成

26
年
6
月
25
日
議
決
）

③
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
（
試

行
平
成
24
年
12
月
～
）

④
議
員
報
酬
の
５
％
相
当
削
減
の

延
長
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
）

（
平
成
20
年
３
月
19
日
議
決　

平
成
29
年
4
月
1
日
～
）

②
定
数
の
削
減　

24
名
→
22
名

（
平
成
21
年
6
月
23
日
議
決　

平
成
22
年
改
選
時
～
）

③
福
祉
施
設
の
民
営
化

2
議
会
改
革
推
進
協
議
会（
第
１
次
）

　
（
平
成
21
年
3
月
19
日
～
平
成

21
年
8
月
4
日
）

①
平
成
22
年
3
月
21
日
議
会
基
本

条
例
議
決
→
平
成
23
年
5
月
1

日
施
行

②
仙
北
市
議
会
運
用
例
の
改
正

3
議
会
改
革
推
進
協
議
会（
第
２
次
）

　
（
平
成
23
年
3
月
18
日
～
平
成

23
年
10
月
11
日
）

①
議
員
賛
否
の
公
表
（
平
成
23
年

6
月
～
）

②
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ

中
継（
試
行
平
成
23
年
12
月
～
）

「
議
会
改
革
推
進
協
議
会
」設
置
さ
れ
る

こ
れ
ま
で
の

議
会
改
革
の
経
過

主
な
成
果
等

1
行
政
改
革
特
別
委
員
会

　
（
平
成
19
年
３
月
22
日
～
平
成

22
年
1
月
20
日
）

①
議
員
報
酬
の
８
％
相
当
削
減
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5
人
の
提
言

市
長

仁
政
ク
ラ
ブ 

高 

橋 　

豪 

議
員

市
民
の
利
便
性
を
確
保

統
合
庁
舎
整
備
の
具
体
案
を
示
せ

統
合
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

　

先
日
、
統
合
庁
舎
整
備

の
素
案
が
示
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
市
は
、
面
積
や
ア
ク
セ
ス

の
課
題
に
よ
り
中
心
市
街
地
へ
の

整
備
は
厳
し
い
と
の
考
え
を
示
し

て
い
た
が
、
今
回
、
角
館
病
院
移

転
後
の
跡
地
を
活
用
す
る
と
い
う

案
に
至
っ
た
背
景
を
伺
う
。

　

統
合
庁
舎
の
建
設
場
所

に
つ
い
て
、
重
要
な
条
件

の
一
つ
が
敷
地
面
積
の
確
保
だ

が
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が

確
認
で
き
、
建
設
等
が
可
能
で
あ

れ
ば
中
心
市
街
地
に
も
整
備
は
で

き
る
。
最
初
か
ら
中
心
市
街
地
を

建
設
地
の
対
象
か
ら
外
す
と
い
う

意
図
は
毛
頭
な
い
。
今
ま
で
数
値

化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
概
算
事
業

費
や
必
要
な
敷
地
面
積
等
、
基
礎

資
料
の
整
理
、集
計
作
業
を
行
い
、

こ
れ
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
職

員
数
等
か
ら
建
設
の
必
要
面
積
を

割
り
出
し
配
置
も
検
討
し
た
。
併

せ
て
、
既
存
施
設
を
活
用
し
て
の

と
か
ら
、
７
月
18
日
に
社
長
と
設

計
業
者
が
現
状
と
図
面
を
確
認

し
た
結
果
、
土
地
面
積
が
足
り
な

い
と
い
う
判
断
に
至
っ
た
。
ま

た
、
市
道
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
大

型
車
両
が
国
道
か
ら
出
入
り
す

る
際
、
路
上
待
機
な
ど
で
危
険
が

伴
う
た
め
、
企
業
側
と
し
て
、
市

道
か
ら
会
社
敷
地
に
向
か
う
方

が
安
全
と
判
断
し
て
の
要
望
で

あ
る
。　

結
局
現
地
法
人
は
い
つ

立
ち
上
が
る
の
か
。

　

追
加
で
取
得
し
よ
う
と

す
る
用
地
が
確
実
に
取
得

さ
れ
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
市
道
等
も
拡
幅
さ
れ
る
こ

と
が
現
地
法
人
設
立
の
条
件
と

捉
え
て
い
る
。

（
高
久
昭
二 

記
）

し
て
企
業
側
が
選
定
し
た
。

　

産
業
建
設
委
員
会
協
議

会
に
お
い
て
先
方
社
長
か

ら
「
あ
ま
り
良
い
土
地
で
は
な
く

手
を
引
き
た
い
」
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。
協
議
は
噛
み
合
っ
て
い

る
の
か
。

　

通
常
は
工
業
団
地
が

あ
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
済
み
の
場
所
に
企
業
が
進
出
す

る
形
が
一
般
的
だ
が
、
今
回
は
全

く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
作
り
上
げ
る

状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
法
定
日
数

を
要
す
る
手
続
な
ど
も
発
生
す
る

た
め
、
社
長
本
人
が
想
定
し
て
い

た
と
お
り
に
進
ま
な
い
場
面
も
多

分
に
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
発
言
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

６
月
議
会
で
用
地
取
得

が
議
決
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
間
も
な
く
面
積
が
足
り
ず

買
い
足
し
た
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
市
道
の
拡
幅
な

ど
企
業
側
の
新
た
な
要
望
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。
議
会
へ
の
こ
れ
ま

で
の
説
明
と
大
き
く
変
わ
っ
た
が

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

６
月
の
段
階
で
は
、
会

社
側
の
計
画
の
詳
細
や
図

面
等
が
流
動
的
な
状
況
で
あ
っ
た

が
、
市
に
対
し
面
積
が
足
り
な
い

旨
の
要
望
は
出
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
会
社
側
で
施
設
整

備
の
事
前
調
査
が
終
了
し
、
工
場

全
体
配
置
の
図
面
が
完
成
し
た
こ

事
業
費
抑
制
や
、
市
民
の
利
便
性

を
確
保
す
る
た
め
、
国
道
等
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
に
も
配
慮
し
た
。
ま

た
、
他
の
官
公
署
と
の
関
係
や
広

域
行
政
・
地
域
防
災
の
観
点
か
ら
、

県
庁
や
広
域
圏
域
と
の
距
離
も
考

慮
し
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検

討
し
た
結
果
、
事
業
費
、
交
通
事

情
等
の
両
面
と
も
、
病
院
活
用
案

が
優
位
に
立
っ
て
い
る
た
め
、
最

良
の
位
置
と
判
断
し
て
提
案
し

た
。

　

将
来
の
人
口
減
少
を
見

据
え
、
庁
舎
の
基
本
的
機

能
に
加
え
、
商
業
施
設
、
観
光
拠

点
、
高
齢
者
の
集
い
の
場
、
子
育

て
支
援
の
拠
点
な
ど
複
合
的
な
要

素
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
が

ど
う
か
。

　

庁
舎
を
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
す
る
考
え
に
賛
同

す
る
。
市
民
ホ
ー
ル
等
や
観
光
機

能
な
ど
様
々
な
内
容
を
検
討
し
て

い
る
。民
間
と
の
連
携
も
考
え
る
。

田
沢
湖
や
西
木
地
区
の
利
便
性
も

確
保
す
る
た
め
、
各
庁
舎
等
を
つ

な
ぐ
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

も
考
え
て
い
る
、

　

田
沢
湖
庁
舎
や
西
木
庁

舎
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

田
沢
湖
庁
舎
に
は
、
温

泉
と
健
康
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
に
、
統
合
庁
舎

整
備
を
待
た
ず
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
室
」
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

西
木
地
区
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
等
の
実
績
が
豊
富
で
、
生
涯
学

習
と
も
密
接
に
関
連
を
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
核
の
施
設
と
し
て
既

存
施
設
を
可
能
な
限
り
活
用
し
、

中
央
公
民
館
や
農
山
村
体
験
交
流

推
進
室
を
設
置
し
た
い
。

㈱
司
食
品
工
業
の
誘
致

　

市
は
生
保
内
字
黒
沢
地

内
の
用
地
を
取
得
し
誘
致

準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
現
在
地

を
候
補
と
し
た
経
緯
を
確
認
す

る
。

　

企
業
側
に
よ
る
２
回
の

視
察
を
経
て
、
面
積
や
物

流
、
地
下
水
の
水
質
な
ど
を
考
慮

どうなる統合庁舎？

問

問

問

問

問問

問

答

答

答

答

答答

答
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こ
こ
が
聞
き
た
い

市
長

て
い
る
。
玉
川
温
泉
を
初
め
た
く

さ
ん
の
温
泉
が
仙
北
市
内
に
は
あ

る
。
国
際
的
に
も
希
有
な
泉
質
に

恵
ま
れ
た
田
沢
湖
の
各
温
泉
、
こ

れ
を
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
小
さ
な
地

方
都
市
の
中
の
患
者
数
に
限
ら
な

い
、
需
要
が
世
界
に
存
在
す
る
こ

と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

  

今
回
の
特
区
で
田
沢
湖
病
院

を
、
玉
川
温
泉
を
含
め
た
、
が
ん

や
温
泉
療
養
に
対
応
で
き
る
病
院

化
へ
の
道
筋
を
模
索
し
た
い
。

（
門
脇
民
夫 

記
）

組
織
再
編
・
機
構
改
革
で
改
善

市
立
病
院
の
医
療
局
・
管
理
者
の

権
限
を
強
化
せ
よ

民
政
会
議 

安 

藤　

 

武 

議
員

医
療
局
と
病
院
管
理
者
の

権
限
を
さ
ら
に
強
化
す
べ

き
で
な
い
か

  

市
長
、
病
院
管
理
者
、

角
館
・
田
沢
湖
両
病
院
の

院
長
の
考
え
方
が
同
じ
方
向
を
向

い
た
と
き
初
め
て
経
営
が
安
定
す

る
方
向
に
向
か
う
と
考
え
ら
れ
る

が
、
現
在
は
ば
ら
ば
ら
の
方
向
で

推
移
し
て
い
る
。
病
院
の
ト
ッ
プ

に
は
経
営
手
腕
は
問
わ
れ
て
当
た

り
前
で
す
。
経
営
の
わ
か
ら
な
い

医
師
と
医
療
の
わ
か
ら
な
い
事
務

で
は
、
病
院
の
建
て
直
し
は
と
て

も
難
し
い
と
さ
れ
い
る
。
市
長
も

こ
の
点
か
ら
医
療
局
、
病
院
管
理

者
の
設
置
を
し
た
と
思
う
が
、
機

能
を
十
分
発
揮
し
て
い
な
い
の
で

一
刻
も
早
く
医
療
局
と
管
理
者
の

権
限
を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
で
な

い
か
。

組
織
改
革
を
実
施
し
て
医

療
事
業
課
題
の
解
決
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く

療
を
角
館
病
院
で
完
結
す
る
の

は
無
理
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
急

性
期
の
患
者
は
受
け
入
れ
る
が
、

患
者
の
状
況
に
応
じ
て
高
度
の

専
門
的
な
医
療
機
関
に
転
送
す

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
は
そ
う
い
う
棲す

み
分
け
の
病

院
を
築
き
、
特
徴
を
つ
く
っ
た
形

の
急
性
期
病
棟
を
つ
く
り
市
民

の
方
々
の
安
心
・
安
全
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
医
師
不
足
の
現
状
で

は
高
度
な
医
療
技
術
を
持
つ
医

師
の
招
聘
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

国
家
戦
略
特
区
と
田
沢
湖

病
院
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

国
家
戦
略
特
区
の
申
請

に
つ
い
て
、
新
聞
で
仙
北

市
は
外
国
人
医
師
の
市
内
で
の

医
療
行
為
の
解
禁
、
公
設
病
院
へ

の
異
な
る
医
療
機
関
の
同
居
の

容
認
等
を
国
に
申
請
し
た
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
区
と
田

沢
湖
病
院
と
の
関
係
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

　

田
沢
湖
病
院
を
、
玉
川

温
泉
を
含
め
た
、
が
ん
や

温
泉
療
養
に
対
応
で
き
る

病
院
化
へ

　

国
家
戦
略
特
区
へ
の
提

案
の
一
つ
と
し
て
、
外
国

人
を
含
め
た
温
泉
活
用
、
湯
治

型
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
提
案
し

　

医
療
局
は
昨
年
度
ま
で

病
院
事
業
の
内
部
組
織
と

し
て
設
置
し
て
い
た
が
、
分
掌
事

務
上
の
制
約
等
が
あ
っ
て
機
能
を

十
分
果
た
せ
な
か
っ
た
と
反
省
し

て
い
る
。
今
年
の
４
月
の
組
織
再

編
、
機
構
改
革
で
、
病
院
管
理
者

の
直
下
直
結
に
医
療
局
を
置
き
、

そ
の
下
に
二
つ
の
市
立
病
院
を
を

置
く
と
い
う
体
制
に
改
善
し
、
仙

北
市
が
抱
え
て
い
る
医
療
事
業
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
管
理
者
に

は
さ
ら
に
力
強
く
、
ま
た
、
関
係

者
と
の
協
力
状
況
を
つ
く
り
前
進

し
て
い
た
だ
く
。

市
立
角
館
総
合
病
院
建
設

に
よ
り
、
高
度
な
医
療
技

術
で
黒
字
化
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
を

　

宮
川
病
院
管
理
者
に
よ

る
と
、
市
立
角
館
総
合
病

院
は
、
急
性
期
病
院
を
目
指
す
と

の
こ
と
だ
が
、
実
際
の
患
者
は
慢

性
期
が
大
多
数
だ
と
思
わ
れ
る
。

ど
ん
な
患
者
も
受
け
入
れ
る
と
い

玉川温泉

新築し高度な医療技術で黒字化へ

特区で田沢湖病院をがん療養病院へ

問

問

問 答

答

答
う
の
は
理
解
で
き
る
が
、
病
院
の

特
徴
を
曖あ
い
ま
い昧
に
し
、
忙
し
い
割
に

は
、
収
益
に
繋
が
ら
な
い
と
い
う

結
果
に
な
る
。
新
病
院
の
建
設
に

よ
り
高
度
な
医
療
技
術
を
必
要
と

す
る
外
来
、
入
院
患
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
の
で
き
る
医
師
、
ス

タ
ッ
フ
が
い
て
高
い
診
療
報
酬
に

よ
り
黒
字
化
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

医
師
不
足
の
現
状
で
は

高
度
な
医
療
技
術
を
持
つ

医
師
の
招

し
ょ
う
へ
い聘
は
厳
し
い

　

医
師
不
足
、
医
療
関
係

者
不
足
に
よ
り
全
て
の
医
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5
人
の
提
言

市
長
生
保
内
・
神
代
は「
認
定
こ
ど
も
園
」へ

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
で

ど
う
変
わ
る日

本
共
産
党 

平 

岡 

裕 

子 

議
員

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に

つ
い
て　

来
年
春
か
ら
の
子
ど
も

子
育
て
新
制
度
に
よ
っ

て
、
市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
の
入

園
手
続
き
や
保
育
料
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
？

　

新
制
度
で
は
教
育
・
保

育
を
利
用
す
る
子
供
が
入

園
す
る
前
に
保
育
認
定
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
。
入
園
す
る
に
は
入

園
の
申
込
書
と
新
た
に
保
育
認
定

申
請
が
必
要
と
な
る
。
手
続
き
が

増
え
る
が
保
護
者
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
い
。
保
育

料
は
現
行
の
料
金
を
参
考
に
し
な

が
ら
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に

調
整
す
る
。

に
仙
北
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
す
る
た
め
準
備
を
進
め

て
い
る
。

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
と
自
衛
隊
員
の
安
全

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

防
衛
と
い
う
国
家
と
し

て
最
も
重
要
な
事
案
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
憲
法
９
条
の
解
釈

に
関
す
る
重
大
な
判
断
に
つ
い

て
、
一
内
閣
の
閣
議
決
定
と
い
う

形
で
物
事
を
進
め
た
こ
の
過
程

に
つ
い
て
は
大
変
残
念
に
思
っ

て
い
る
。

市
議
会
選
挙
で
選
挙
公
報
を

　

市
民
の
関
心
事
で
あ
る

市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
市
の
責
任
で
全
候
補
者
を
事

前
に
有
権
者
に
知
ら
せ
る
た
め
、

選
挙
公
報
を
発
行
す
る
こ
と
は

最
低
限
必
要
な
こ
と
で
は
な
い

の
か
。　

市
の
選
挙
で
は
告
示
日

か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
七

日
間
と
い
う
極
め
て
短
い
期
間

し
か
な
く
、
そ
の
中
で
受
付
、
印

刷
な
ど
と
い
っ
た
作
業
を
確
実

に
行
い
、
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で

に
有
権
者
に
届
け
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
調
査
・
研
究
を
進
め

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
高
橋 

豪 

記
）

か
ら
の
応
援
や
協
力
体
制
が
不
可

欠
だ
と
考
え
る
。雪
が
降
る
前
に
、

不
安
を
払
拭
で
き
る
よ
う
、
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
行
って
い
き
た
い
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

　

国
保
税
の
負
担
軽
減
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

　

平
成
28
年
か
ら
３
年
間

の
第
２
期
計
画
に
お
い

て
、
医
療
費
増
加
に
よ
る
急
激
な

負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
第
１
期

計
画
の
期
間
内
に
積
み
立
て
た
基

金
を
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
国

の
動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら
運
営

を
し
た
い
。

米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て

　

米
価
下
落
に
よ
り
、
市

内
で
は
約
８
億
６
千
万
円

も
の
収
入
減
少
が
予
測
さ
れ
る
。

米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て
の
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

　

本
年
度
か
ら
の
新
た
な

日
本
型
直
接
支
払
制
度
等

を
軸
に
市
で
も
応
分
の
負
担
を
し

な
が
ら
下
支
え
し
た
い
。
ま
た
、

農
業
振
興
を
図
る
た
め
本
年
度
中

　

保
育
士
の
配
置
基
準
を

見
直
し
て
今
よ
り
も
充
実

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　

今
後
も
国
の
基
準
に
従

う
。
保
育
士
が
不
足
し
て

い
る
状
況
だ
が
、
今
後
法
人
運
営

に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
就
業

状
況
等
を
改
善
し
た
い
。

　

新
制
度
で
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
、
小
学
校

６
年
生
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
受
け
入
れ
体
制
は
大
丈
夫

か
。

　

神
代
小
学
校
の
ポ
プ
ラ

学
園
と
西
明
寺
小
学
校
の

マ
ロ
ン
ク
ラ
ブ
の
２
カ
所
が
面
積

の
関
係
か
ら
受
け
入
れ
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
小
学
校
の
空
き
教

室
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討

し
、
早
期
受
け
入
れ
を
実
現
し
た

い
。

　

平
成
27
年
度
の
準
要
保

護
児
童
に
対
す
る
就
学
援

助
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

現
在
も
生
活
扶
助
基
準

の
見
直
し
に
よ
る
影
響
が

出
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

ま
た
消
費
税
増
税
分
も
勘
案
し
て

い
る
。
来
年
度
も
十
分
に
配
慮
し

た
い
。　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

を
中
学
生
ま
で
に
拡
充
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

中
学
生
の
入
院
に
つ
い

て
は
現
在
も
助
成
し
て
い

る
が
、
通
院
に
つ
い
て
は
、
試
算

を
し
た
結
果
、
財
政
的
に
困
難
で

あ
る
。
今
後
も
検
討
し
た
い
。

除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

　

除
排
雪
の
支
援
制
度
に

つ
い
て
、
対
象
者
を
拡
充

し
、
制
度
を
柔
軟
な
も
の
へ
と
変

更
し
て
は
ど
う
か
。

　

年
齢
や
障
害
等
級
な
ど

の
制
約
が
あ
っ
て
、
要
件

を
満
た
さ
な
い
た
め
に
規
定
上
、

支
援
対
象
か
ら
外
れ
る
場
合
も
十

分
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
を
補
完
す

る
た
め
に
は
、
地
域
運
営
隊
の
継

続
的
な
支
援
や
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

神代カントリー
エレベーター

神代小学校

問答

問

問

問問

問

問

問 問問

答

答

答答

答

答

答 答答

認定こども園…保育園・幼稚園の両方の良さを併せ持ち、教育・保育を一体的に行
う施設。保護者が働いている・いないに関わらず利用できる。

用語
解説
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こ
こ
が
聞
き
た
い

市
長

民
政
会
議 

門 

脇 

民 

夫 

議
員

制
度
活
用
で
経
済
の
活
力
を

掘
り
起
こ
す

ふ
る
さ
と
納
税
の
充
実
を
図
れ

  

ふ
る
さ
と
納
税
の
納
付
者

へ
市
特
産
品
等
を
返
礼
と

し
て
送
る
納
付
制
度
と
す

る
べ
き
で
な
い
か

  

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自

分
の
故
郷
や
支
援
を
し
た

い
県
、
市
町
村
に
寄
附
を
し
て
、

応
援
を
す
る
制
度
で
、
寄
附
を
し

た
金
額
か
ら
２
，
０
０
０
円
を
引

い
た
金
額
を
確
定
申
告
を
す
れ
ば

の
設
備
を
他
の
場
所
に
移
動
し

火
災
で
被
災
し
た
建
物
の
部
分

を
解
体
し
、
再
建
築
を
し
た
後
、

移
動
し
て
い
た
設
備
を
建
物
内

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
に
11
億
円
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
施
設
の
再
稼
働
に
つ
い

て
は
、
国
、
県
等
と
現
在
協
議
中

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
補
助
事

業
を
含
め
、
再
開
し
た
場
合
、
廃

止
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
が
仙
北
市

に
と
っ
て
良
い
の
か
、
12
月
ま
で

結
論
を
出
し
た
い
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

秋
田
ス
ギ
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
再

稼
働
で
き
る
の
か

　

平
成
22
年
稼
働

後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
は
計
画
さ
れ
た

数
値
を
1
度
も
達
成
し
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
稼
働
後
正
常
運

転
が
で
き
な
い
た
め
、
月

島
機
械
の
負
担
に
よ
る
改

良
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

そ
れ
で
も
正
常
な
運
行
が

で
き
な
い
の
は
、
月
島
機

械
に
正
常
な
運
行
が
で
き

る
技
術
力
が
な
い
か
ら
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
現

在
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

は
火
災
に
よ
り
休
業
中
で

あ
る
が
、
再
開
に
は
11
億

円
が
必
要
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

施
設
の
再
開
は
あ
る
の
か
。

  

国
、
県
等
と
協
議
中
な
の

で　

月
ま
で
結
論
を
出
し

た
い

  

　

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

新
し
い
分
野
で
、
各
企
業

に
お
い
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

開
発
に
努
め
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
特
に
本
市
の
よ
う
な
規
模

の
小
さ
い
ガ
ス
化
施
設
に
お
い
て

は
、
目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
施

設
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

施
設
を
再
開
す
る
に
は
建
物
内

自
分
の
所
得
か
ら
、
そ
の
分
控
除

さ
れ
、
所
得
税
と
翌
年
度
の
住
民

税
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

  
平
成
25
年
度
の
地
方
自
治
体
に

納
付
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
総

額
は
１
３
０
億
円
を
超
え
て
い

る
。
特
に
納
税
を
し
て
く
れ
た
方

に
市
内
産
業
の
活
性
化
と
市
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
て
特
産
品
を
返
礼
と
し
て

贈
る
自
治
体
へ
の
ふ
さ
と
納
税
は

急
伸
し
て
い
る
。

　

仙
北
市
は
東
北
を
代
表
す
る
観

光
地
で
多
く
の
特
産
品
が
あ
り
、

そ
の
宿
泊
券
等
を
返
礼
と
し
て
送

る
納
付
制
度
と
す
る
こ
と
に
よ
り

市
内
産
業
の
振
興
と
市
の
Ｐ
Ｒ
、

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
の

ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
納
付
者

へ
市
特
産
品
等
の
多
様
な

返
礼
を
す
る
納
税
制
度
と

す
る  

仙
北
市
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
本
来
の
趣
旨
で

あ
る
離
れ
た
ふ
る
さ
と
に
何
ら
か

の
貢
献
を
し
た
い
と
い
う
、
そ
う

い
う
思
い
を
何
よ
り
も
大
切
受
け

止
め
て
、
制
度
特
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
な
が
ら
寄
附
を
お
願
い
し

て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
し

か
し
、
近
年
納
税
を
し
て
く
れ
た

方
へ
返
礼
を
贈
る
自
治
体
が
約
半

数
と
な
り
、
特
産
品
を
送
る
自
治

体
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
現
在
納
付
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
に
返
礼
を
し
て
成
功
し
て
い
る

自
治
体
等
か
ら
た
く
さ
ん
の
情
報

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
今
後
、
後
発
部
隊
と
し

て
の
優
位
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
、
積
極
的
に
こ
の
制
度
を
活
用

し
て
納
税
額
の
確
保
と
市
内
経
済

の
活
性
化
へ
の
波
及
効
果
等
を
考

慮
し
て
市
特
産
品
や
宿
泊
券
等
多

様
な
返
礼
を
す
る
。

問

問答

答

多種多様な返礼品の贈呈でふるさと納税を増額へ
（長崎県平戸市の返礼品）

懐かしの鯨セット

旬鮮 平戸ひもの詰合せ

鯨セット

いきいき島の
うまかもんギフト

平戸ひもの三昧

平戸干物セット

被災したバイオエネルギーセンター
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5
人
の
提
言

教
育
長

強
い
課
題
意
識
を
持
ち
検
討

小
・
中
の
積
極
的
な
統
廃
合
を

仁
政
ク
ラ
ブ 

佐 

藤 

大 

成 

議
員

消
極
的
で
は
な
い
、
積
極
的

な
小
中
学
校
の
統
廃
合
を

　

政
府
が
小
中
学
校
の
統

合
に
関
す
る
指
針
を
見
直

し
、
学
校
の
再
編
に
よ
る
規
模
拡

大
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る
方
針

を
固
め
た
。
県
内

に
お
い
て
も
、
既

に
多
く
の
市
町
村

で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
仙
北
市
の

現
状
を
見
る
と
統

廃
合
の
動
き
は
鈍

く
、
生
徒
に
と
っ

て
も
そ
し
て
市
に

お
い
て
も
望
ま
し

い
状
況
で
あ
る
と

は
思
え
な
い
。
統

廃
合
を
進
め
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
具
体
的
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
の
充
実
、
ふ

る
さ
と
教
育
の
充

実
、
旧
町
村
の
枠

を
超
え
た
生
徒
同

に
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
に
は
、

自
治
体
自
身
が
収
入
を
増
や
そ

う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
稼
ぐ
姿

勢
〟
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
、
仙
北
市
は
全
国
で
も
有

数
の
観
光
地
で
あ
り
、
魅
力
的
な

博
物
館
等
の
建
設
は
１
つ
の
手

法
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
現

代
に
お
け
る
良
い
施
設
と
は
、
建

設
意
義
が
明
確
で
、
黒
字
で
あ
る

と
い
う
２
点
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

市
当
局
に
は
、

１
、〝
稼
ぐ
姿
勢
〟
に
つ
い
て
の

認
識
、
今
後
の
方
針

２
、
現
在
建
設
立
案
中
の
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
の
黒
字
化
策

３
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
建
設
意

義
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

　

最
小
経
費
に
よ
る
最
大

効
果
を
発
現
す
る
と
い
う

経
営
の
努
力
を
意
識
し
、
覚
悟
を

も
っ
て
当
た
り
た
い
。
ま
た
ク
ニ

マ
ス
未
来
館
の
持
つ
機
能
か
ら
、

黒
字
に
す
る
こ
と
の
み
が
目
的

で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
試

算
で
は
、
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
年

間
経
費
は
９
３
０
万
円
か
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
入
館
料
収
入

だ
け
で
は
補
填
は
困
難
で
あ
り
、

様
々
な
黒
字
策
を
検
討
す
る
。

（
黒
沢
龍
己 

記
）

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
し
て
、
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
変
容
を
早
急
に
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

中
で
、
核
と
な
っ
て
く
る
の
は
、

秋
田
県
出
身
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国

の
若
者
に
対
し
て
、
秋
田
県
仙
北

市
で
暮
ら
し
て
い
け
る
『
生
活
モ

デ
ル
』『
生
活
ス
タ
イ
ル
』の
提
示
・

普
及
活
動
を
行
う
こ
と
だ
と
考
え

る
。

　

市
当
局
に
は
、
１
、
市
と
し
て

の
意
識
、
２
、
以
前
の
作
成
の
実

績
、
利
活
用
手
法
と
そ
の
効
果
、

３
、
仙
北
市
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
は
何
か
、
の
３
点
を
伺
う
。

　

大
変
興
味
深
い
質
問
を

頂
い
た
。
作
成
実
績
は
な

い
。
移
住
人
口
の
拡
大
効
果
が
見

込
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
来
年
度

の
仙
北
市
総
合
計
画
の
変
更
作
業

を
行
う
に
あ
た
り
、
庁
内
で
検
討

を
行
い
た
い
。
所
得
向
上
も
進
め

て
い
く
と
共
に
、
仙
北
市
の
持
つ

Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
寄
与
す
る
資
産
等
も
研

究
し
て
い
く
。
ま
た
、
普
及
活
動

が
仙
北
市
は
弱
い
の
で
は
な
い
の

か
と
い
う
議
員
ご
指
摘
の
通
り
、

情
報
提
供
・
普
及
活
動
に
つ
い
て

も
あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
改
善
を
進

め
て
い
き
た
い
。

稼
ぐ
自
治
体
へ

　

ふ
る
さ
と
納
税
や
『
○

○
市
ブ
ラ
ン
ド
』
の
よ
う

士
の
交
流
、「
仲
間
づ
く
り
」
の

育
成
、
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
充

実
、
市
財
政
の
節
減
、
教
育
現
場

で
抱
え
る
問
題
の
解
消
が
想
定
さ

れ
る
。

　

市
当
局
に
は
、
１
、
小
中
学
校

の
統
廃
合
に
関
す
る
意
識
、
２
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
認
識
、

３
、
小
規
模
校
を
運
営
す
る
中
で

の
課
題
、
４
、
統
廃
合
を
進
め
る

方
針
の
４
点
を
伺
う
。

　

小
中
学
校
統
廃
合
に
関

し
て
は
、
最
重
要
課
題
と

し
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
佐
藤
議
員
ご

指
摘
の
通
り
と
認
識
し
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
特
に
、
社
会
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
、
少
年
団
・
部
活
動
等
の
多

様
な
教
育
環
境
の
整
備
を
懸
念
し

て
い
る
。
現
在
で
は
、
具
体
的
な

方
針
は
な
い
が
、
統
廃
合
に
つ
い

て
は
今
後
大
い
に
議
論
し
、
慎
重

に
進
め
て
い
き
た
い
。

仙
北
市
で
暮
ら
し
て
い
け

る
『
生
活
モ
デ
ル
』『
生
活

ス
タ
イ
ル
』
の
作
成
・
提
示
・

普
及
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
が
激
し
い

自
治
体
に
お
い
て
、
特
に

・人口ピラミッド…男女別に年齢ごとの人口を表したグラフのこと。
・ＱＯＬ…１人１人の人生の内容の質や社会的にみた生活の質のこと。

用語
解説

どうする統廃合

問

問

問

答

答

答



「クニマス未来館建設地」 地質調査費に議論集中

平成２５年度特別会計決算認定される

 田沢湖再生と市全体の観光客増加に有機的結びつきを強めるための施設建設へ  ！！

質問　あきた未来づくり協働プログラム（クニマス未来館建設）は、昨年の９月議会に同じ形で提案されたが、
田沢湖再生の全体像等が示されていない等々、様々な理由により予備費に回す修正案が可決されたと
ころであるが、何故同じ形で提案するのか。

答弁　昨年提案した際に、田沢湖再生におけるクニマス未来館建設の意義、建設場所が適切か、既存施設の
取り扱い、未来館の運営方法等について明確に提示されていなかったからと理解している。建設の意
義については、田沢湖再生のシンボルとしての事業を進めることはもちろんであるが、そこを訪れる
観光客が市の他の観光施設も訪れ、仙北市の滞在時間が長くなるような有機的結びつきを強め、市全
体の観光客の増加へと結びつける事業にすることである。
建設場所についてはかつて大沢集落の沖合でクニマス漁
が行われ、クニマス塚や、漁具を作ったマユ塚もあり、
クニマスに関する文献が多く存在し、思い入れも強く、
集落の方々による施設運営等への協力体制が築ける。既
存施設の取り扱いについて、白浜の郷土資料館にあるク
ニマス関係資料はクニマス未来館へ移動し、それ以外の
展示物については他の場所で展示する。運営方法につい
ては、指定管理者制度を導入し、入館者３万人を目指す。
ふるさと納税等多様な資金調達による収入も考えている。

■社会保障・税番号制度整備費　　2,073 万円（年金等と税金を番号で管理するシステム整備費）
■「クニマス未来館建設地」地質調査費　　5万円（地質調査委託費）
■白岩小学校、生保内小学校工事費　　540 万円（白岩小バルコニー改築・生保内小床貼替）
■市民会館管理費　　543 万円（暗幕更新、緞帳修理）
■国重要文化財消防設備補助金　　324 万円（堂田・草彅家消防ポンプ更新）

質問　田沢湖スキー場に、モーグルスキーワールドカップ開催に向けて、ゲ
レンデの整備や建物を建てる必要があるとのことだが、財産区管理会
では了承しているか。

答弁　契約の際に「現状を変更する
場合は、協議すること。」と
の条文があり管理会では、現
地を視察後県と協議を行い松
の木の伐採と土を動かすこと
は了解したが、ジャッジハウ
スの建設については、　施設
が今後どこで管理していくか
について再協議をしたいとい
う回答を準備している。

◇集中管理特別会計
　歳出　　43億5,257万円
◇生保内財産区特別会計
　歳出　　１億0,108万円
◇田沢財産区特別会計
　歳出　　　　 3,502万円
◇雲然財産区特別会計
　歳出　　　　　292万円

総務文教常任委員会

決定した補正予算（主なもの）

一般会計補正予算

認
定

平成25年度 特別会計
決算（歳出総額）

生保内財産区・質疑応答

9
・決算認定…市長が市予算の歳入歳出の執行結果を監査委員の監査結果を付けて

議会に提出し、議会による審査を経て認定される。
用語
解説

モーグルワールドカップ開催が待たれる
黒森ゲレンデ

クニマス未来館建設予定地



平成25年度市立病院決算は1億9290万円の赤字！！
自治体病院を取り巻く環境は依然として厳しい　～求められる信頼と安定経営～
平成 25 年度市立病院の決算審査が行われ認定され
ました。慢性的な医師・看護師不足や患者ニーズ
の多様化により、自治体病院を取り巻く環境は益々
厳しさを増しています。市議会では、平成 27 年度
の角館総合病院移転改築に向け、より市民に信頼
される病院であるために経営の安定化を強く求め
ます。

質問　研修医受入の効果は？
答弁　研修医の集まる病院は魅力のある病院でも

ありリピーターになって欲しい。医師確保
対策として数年先を見据え受入をしている。

■認可保育園管理運営費　439 万円……市内保育園の修繕などにかかる費用
■予防事業費　875 万円……予防接種事業にかかる費用

質問　神代保育園駐車場改修の内容は？
答弁　駐車場が狭いためフェンスを撤去しラインを引く。
質問　角館西保育園の水道工事の内容は？
答弁　井戸から上水使用への切り替え工事。付随して受

水槽等の撤去とボイラーの更新も行う。

◇ 国民健康保険　37 億 8,400 万円
◇ 後期高齢者医療　2億 9,050 万円
◇ 介護保険　　4億 3,560 万円

市民福祉常任委員会

認
定

平成25年度
特別会計決算（歳出総額）

委員会質疑

補正予算
～こんな内容を決めました～

保育園の修繕などについて

子ども・子育て支援新制度 H27年度からスタート
保育園・幼稚園の充実を！　関係条例3つを審査
～ 生保内・神代は「認定こども園」へ  放課後児童クラブは小学校6年生まで利用可能 ～

　国の政策により、平成 27 年度から「子ども・子育て支援
新制度」がスタートするのに伴い、３つの関係条例が審査さ
れました。
　新しい制度により、市内の幼稚園・保育園の入園手続きや
仕組みが変更されるため、委員からは保護者の方々に対する
丁寧な説明を求める意見が相次ぎました。

◇ 新しい制度によって変わること
１、保育園・幼稚園の申請手続きの仕方
２、生保内・神代の保育園・幼稚園を「認定こども園」へ
３、放課後児童クラブの利用が現在の小 3から小 6まで可
能に

４、市町村は 5年間の子育て支援計画を策定
５、H28 年度から認定こども園を対象に法人運営に転換

質問　保護者や保育士の理解を得ながら慎
重に進めるべきでは？

答弁　時期についてはあくまでH28年を目
標とするものであり、理解の得られ
ないまま見切り発車はしない。

委員会質疑「幼保の法人運営化について」

平成25年度市立病院事業決算　　単位：千円

仙北市議会だより 10

角館病院 田沢湖病院 医療局 合計

医 業 収 益 3,670,211 912,490 0 4,582,701

医 業 費 用 3,986,303 1,079,150 32,350 5,097,803

医 業 利 益 -316,092 -166,660 -32,350 -515,102

医業外収益 344,292 117,682 11 461,985

医業外費用 87,327 52,436 62 139,825

経 常 利 益 -59,127 -101,414 -32,401 -192,942



平成26年産 米価大幅下落！！　経済に大ダメージ確実 対策を急げ
あきたこまち（1等）60キロあたり概算金（JA全農あきた）は前年比－3,000円の  8,500円
　産業建設常任委員会では、9月 12 日に JA全農あきたが発表した 26 年産米に対する概算金が前年を大幅に
下回る 8,500 円と暴落したことを受け、農業者はもとより、市内経済に大きな影響を及ぼすものと判断し、市
に対し米価下落対策を求めるため本会議において決議案を提出し、全会一致で採択されました。

【決議した内容】
１、「米の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）」における補助金（国・県補助金）の早期支払いの実現について、
国・県へ強く要請すること。

２、平成 26 年産米価下落等に対する低利の融資制度を創設すること。
　　※ 仙北市独自の低利な農家支援資金の創設　※ 県単独融資創設の場合、市として利子補給の嵩上げをす
ること。

３、平成 27 年産米生産資材等に対して助成措置を講ずること。
４、その他あらゆる支援対策について国・県に求めると共に、市独自でも最大限の支援施策を速やかに行い、
危機的状況を回避すること。

■仙北市工場立地法準則条例
　 工場立地の環境保全のため、緑地面積を定める条例
■６次産業化人材育成事業費　　455万円
県の緊急雇用対策交付金を使って、㈱あきた食彩プロ
デュースが行う事業へ人材雇用
■学校給食地場食材利用拡大モデル事業費　115万円
　 学校給食の地元野菜使用率をアップさせるための事業
■道路維持補修費　663万円
　 道路の維持管理や補修にかかる費用
■冬期交通対策費（除雪費）2億 4,714万円
　 冬期間の道路除雪にかかる費用
■市民参加型インフラ整備事業費　　70万円
市民が行うインフラ整備事業に対し、上限10万円で資
材を提供する制度（7件分）
■住宅リフォーム促進事業費補助金　　361万円
　 住宅をリフォームする際の補助金

質問　学校給食地場食材利用拡大モデル事業とは
具体的にどんな事業か？

答弁　学校給食にもっと地場産食材を使用するた
め、工場視察やメニュー提案などを行う事
業である。

質問　市民参加型インフラ整備事業費※は人気の
事業なのでもっと予算を増やすべきでは？

答弁　実績を加味して来年度の予算に反映させる。

秋田スギバイオエネルギーセンター
～ 火災の損害額はおよそ11億円 ～
　7月 3日に発生した火災による損害総額が約 11 億円に
のぼることが分かりました。（当初建設費は約 6億円）
質問　運営の継続また

は廃止の判断は
いつまでするの
か？

答弁　現在、国・県と協
議中であるが 12
月までには決める。

平成25年度
特別会計決算（歳出総額）
◇ 下水道事業　10 億 6,700 万円
◇ 集落排水事業　3億 4,000 万円
◇ 浄化槽事業　　1億 1,300 万円
◇ 簡易水道事業  4 億 4,500 万円
平成25年度
企業会計決算（事業収益・事業利益）
◇ 温泉事業　3,150 万円　（45 万円）
◇ 水道事業　3億 2,250 万円（326 万円）

産業建設常任委員会

認
定

条例・補正予算 ～こんな内容を決めました～ 学校給食にもっと地元食材を

かさ

11



仙北市議会だより 12

議会報告会開かれる！
11月８日㈯13時30分より

■会場
地区名 会場名 電話番号

白 岩 地 区 白岩集落センター ５５－１３１０
田 沢 地 区 田 沢 出 張 所 ４３－１３５１
桧木内地区 桧木内地区公民館 ４８－２２２０

皆さんお誘いの上、ご参加下さい！

より多くの市民のご参加をお待ちしております。

■班編成
白岩班 田沢湖班 桧木内班

八　柳　良太郎 阿　部　則比古 稲　田　　修　
伊　藤　邦　彦 小　林　幸　悦 高　久　昭　二
安　藤　　武　 荒木田　俊　一 真　崎　寿　浩
黒　沢　龍　己 田　口　寿　宜 小田嶋　　忠　
熊　谷　一　夫 髙　橋　　豪　 大　石　温　基
佐　藤　大　成 平　岡　裕　子 門　脇　民　夫

　３月に勇退された前議長の佐藤峯夫
氏が、議長職を永年勤められ、地方自
治に貢献された功績により、全国で１
名、総務大臣より表彰を受けられまし
た。誠におめでとうございます。

前議長の佐藤峯夫氏、
総務大臣より
表彰される
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　消費低迷や過剰在庫を背景に、平成26年産米の価格が全国的に大幅に落ち込んでいるが、本県、本市においてもそ
の下落は著しく、9月12日にJA全農あきたが公表した平成26年産米に対する概算金は、「あきたこまち（1等）」で60
キロあたり8，500円と、過去に類を見ないレベルまで大暴落している。
　こうした米価の大幅な下落は、農業を基幹産業の一つとする本市にとって、農業関係者はもとより、市内経済全体
に対し、多大な影響を及ぼすものであり、本市においては極めて緊急的事態と言える。
　また、9 月 24 日にはこうした事態を重く受け止めた仙北市農業委員会からも、米価下落対策について、市や議会に
対応を求める要請書が提出されている。
　市内の農業者は、米価下落による収入の減少によって生産資材や土地の賃借料を始めとした各種経費の支払いが大
変困難となり、結果として生産者の生活を著しく脅かし、また、次年度以降の米の再生産を始め、今後の農業の継続
についても危ぶまれる事態に発展していることを踏まえ、仙北市議会は、仙北市に対し、次の通り早急な対策を強く
求める。

１、「米の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）」における補助金（国・県補助金）の早期支払いの実現について、国・
県へ強く要請すること

２、平成 26 年産米価下落等に対する低利の融資制度を創設すること
　　※仙北市独自の低利な農家支援資金の創設　　　※県単独融資創設の場合、市として利子補給の嵩

かさ

上げ

３、平成 27 年産米生産資材等に対して助成措置を講ずること

４、その他あらゆる支援対策について国・県に求めると共に、市独自でも最大限の支援施策を速やかに行い、危機的
状況を回避すること

以上決議する。

平成 26 年 9 月 26 日
仙北市議会

平成26年産米価の大幅下落に関する対策を求める決議

　9 月定例会において議会から出された米価下落対策に関する決議を受けて、市では 10 月 17 日
に臨時議会を開き、あきたこまち 60 キロあたり 200 円の追加補助など、独自対策を盛り込んだ
補正予算 3800 万円を提案し、議会において可決しました。

■ 臨時議会質疑

■ 補助対象品種の拡充を求める決議を全会一致で可決

質問　助成の対象が「あきたこまち」に限定されているが、「ゆめおばこ」などを始め、全ての
品種を対象にしなければ公平感に欠けるのでは？

答弁　緊急対策として、まずは影響が最も大きい「あきたこまち」を対象とした。「あきたこまち」
は作付全体の 93％を占めているが、この後 12 月までに残りの品種についても対応したい。

　市議会では、支援対象品種が「あきたこまち」に限定されていることから、「緊急支援事業拡
充を求める決議」を議決し、「ゆめおばこ」など他の品種についても補助対象とすることで公平
性を担保することを提言しました。

支援策の具体的内容は？
○特別融資制度に係る債務保証料の助成
　秋田県が創設した無利子の融資制度を利用する際に発生する保証料を全額負担

○米の契約数量に対する出荷分への加算金
　主食用あきたこまちの出荷契約数量に対し、出荷量× 200円（60キロ）

・決議…公益に関する事項について市議会の意思を表明し、またそれを対外的に示すこと用語
解説

10
月
17
日 
臨
時
議
会
開
催

米価下落対策 米価下落対策 60キロ当たり
200円の追加補助で農家を独自支援
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火災発生時、水をかぶったガス化炉

○
研
修
内
容

１
、
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
の

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
現

状
及
び
故
障
の
発
生
状

況
と
対
応

　

ち
ち
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
元
気
村
発

電
所
施
設
は
、「
木
質
系
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
と
し
て

平
成
19
年
4
月
に
稼
動
し
た
。
運

転
時
間
が
12
時
間
／
日
運
転
で
、

平
成
24
年
8
月
22
日
に
総
発
電
量

１
０
０
万
ｋ
ｗ
ｈ
を
達
成
。
温
水

を
元
気
村
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
温
浴
施

設
や
足
湯
な
ど

に
供
給
し
て
い

た
。
今
年
の
3

月
15
日
に
チ
ッ

プ
ヤ
ー
ド
付
近

か
ら
火
災
が
発

生
。

2
時
間
後
に
鎮

火
し
た
が
、
消

化
の
際
に
水
を

か
ぶ
っ
た
ガ
ス

化
炉
や
被
害
状

況
を
視
察
し
な

が
ら
説
明
を
聞

く
こ
と
が
で
き

た
。
出
火
原
因

は
不
明
と
の
事

で
あ
る
。

ちちぶバイオマス元気村発電所
研修視察報告
7 月 30 日に埼玉県秩父市のちちぶバイオマス元気村発電所を行政視察
研修を行った。その研修内容を報告いたします。

バイオ施設チップヤード前にて

２
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

の
指
導
と
対
応
状
況

　

月
1
回
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ

て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
の
月
島
機
械

㈱
の
担
当
者
は
、
よ
く
指
導
に
来

て
く
れ
て
、
火
災
時
に
も
当
日
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
よ
う
だ
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
は
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
に
関
す
る
開
発
・
技
術
員

を
削
減
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
を
削

除
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

３
、
今
後
の
方
針
と
課
題

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
を
核
と
し

た
「
次
世
代
型
環

境
学
習
施
設　

吉
田

元
気
村
」
と
し
て
取

り
組
み
、
サ
ニ
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
（
バ
イ

オ
マ
ス
を
使
用
し
た

排
水
処
理
施
設
）、

て
ん
ぷ
ら
油
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
、
体
育
館

屋
根
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
等
も
あ

る
。

　

多
く
の
企
業
や

小
・
中
学
校
の
環
境

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

活
用
し
て
い
る
だ
け

に
、
発
電
再
開
を
検
討
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
と
の
事
。
し
か
し
、

建
設
コ
ス
ト
2
億
４
３
６
０
万
円

の
う
ち
、
林
野
庁
か
ら
1
億
円
の

交
付
金
を
受
け
て
お
り
償
還
金
も

数
千
万
円
あ
る
。
既
に
7
千
万
円

の
基
金
も
取
り
崩
し
て
お
り
、
厳

し
い
状
況
で
あ
る
と
話
し
て
く
れ

た
。

　
「
秩
父
市　

環
境
立
市
推
進
課

と
し
て
は
、
地
域
資
源
の
有
効
活

用
を
進
め
環
境
に
や
さ
し
い
循
環

型
社
会
を
目
指
す
た
め
に
も
、
市

に
は
発
電
再
開
の
方
向
で
進
め
て

も
ら
い
た
い
の
だ
が
…
」
と
の
本

音
を
担
当
者
は
語
っ
て
く
れ
た
。

○
感
想

　

環
境
立
市
を
推
進
し
、
循
環
型

社
会
を
目
指
し
て
い
る
「
ち
ち
ぶ

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
な
の
で
期

待
も
あ
っ
た
が
、
仙
北
市
で
火
災

が
発
生
す
る
半
年
前
に
、
同
じ
よ

う
な
箇
所
か
ら
の
出
火
と
そ
の
後

の
状
況
を
聞
く
と
、
今
後
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
の
稼
動
が
、
い

か
に
大
変
か
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た

視
察
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
修
視
察

を
こ
れ
か
ら
の
仙
北
市
議
会
の
議

論
に
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

の
思
い
を
強
く
抱
い
た
、
大
変
有

意
義
な
研
修
視
察
で
し
た
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

翠巒会
公明党
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さ
る
9
月
21
日
、
恒
例
の
田
沢

湖
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
絶

好
の
爽
や
か
な
秋
日
和
の
中
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
・
20
キ
ロ
・
10
キ

ロ
・
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン
（
3
キ
ロ
）

に
総
勢
５
２
７
９
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
。
１
９
６
８
年
の
メ
キ

シ
コ
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
い
た

君
原
健
二
選
手
が
招
待
選
手
と
し

て
10
キ
ロ
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
な

ど
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た

第
29
回
大
会

だ
っ
た
。
本

議
会
の
期
待

の
ホ
ー
プ
稲

田
修
選
手
が

今
年
は
70
歳

以
上
の
部
20

キ
ロ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
。

表
紙
の
説
明

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員　

進
藤　

敏
夫
氏
（
仙
北
市
角
館
町
水
ノ
目
沢
14
番
地
）

元
野　

英
雄
氏
（
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
武
蔵
野
82
番
地
７
）

本
庄　

護
氏　
（
仙
北
市
西
木
町
上
桧
木
内
字
大
地
田
66
番
地
）

○
人
権
擁
護
委
員

草
薙　

紀
雄
氏
（
仙
北
市
角
館
町
白
岩
字
下
掵
54
番
地
）

■
人
事
案
件

老
骨
に
鞭
打
っ
て
１
時
間
35
分
52

秒
と
い
う
20
代
30
代
の
選
手
顔
負

け
の
驚
く
べ
き
記
録
を
た
た
き
出

し
た
。気
を
良
く
し
た
本
人
は（
調

子
に
乗
る
と
膝
痛
め
て
歩
け
な
く

な
る
ぞ
、
と
言
う
周
囲
の
助
言
を

よ
そ
に
）
来
年
は
ま
た
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
に
出
た
い
と
息
巻
い
て
い

る
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
稲
田

先
輩
を
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
て

や
っ
て
下
さ
い
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

　

議
会
広
報
の
愛
読
率
向
上
を
目

指
し
て
、
さ
る
8
月
19
日
に
「
平

成
24
年
度
全
国
議
会
広
報
コ
ン
テ

ス
ト
最
優
秀
賞
」「
25
年
度
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
た
山
形
県
庄
内
町

議
会
を
訪
問
研
修
し
た
。
庄
内
町

議
会
富
樫
議
長
・
広
報
編
集
委
員

長
・
各
委
員
・
議
会
事
務
局
職
員

の
皆
さ
ん
か
ら
歓
迎
い
た
だ
き
な

が
ら
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
庄
内
町
議
会
は
広
報
編
集
委

員
会
を
常
任
委
員
会(

仙
北
市
は

特
別
委
員
会)

に
し
て
お
り
、
議

会
改
革
と
平
行
し
て
広
報
の
編
集

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
の
事
だ
っ

た
。
議
会
の
改
選
が
あ
る
と
新
人

議
員
に
議
会
を
早
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
新
人
を
全
員
編
集
委

員
に
し
、
そ
の
分
古
参
議
員
に
辞

表
を
提
出
し
て
も
ら
う
と
い
う
。

広
報
の
印
刷
業
者
入
札
は
、
仙
北

市
議
会
広
報
は
16
ペ
ー
ジ
で
年
4

回
発
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
庄
内

町
で
は
4
回
の
総
ペ
ー
ジ
数
で
入

札
さ
せ
て
お
り
、
広
報
の
内
容
に

よ
っ
て
ペ
ー
ジ
数
に
増
減
を
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う

だ
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
か
な
り

町
政
に
と
っ
て
微
妙
な
問
題
も
記

事
に
し
て
お
り
、
議
会
の
与
野
党

関
係
や
町
当
局
か
ら
も
ク
レ
ー
ム

の
付
く
事
も
あ
る

そ
う
だ
が
、
そ
の

つ
ど
議
長
判
断
で

掲
載
の
可
否
判
断

を
し
て
い
る
と
の

事
だ
っ
た
。

　

と
ん
ぼ

返
り
の
あ
わ
た
だ

し
い
視
察
だ
っ
た

が
、
な
か
な
か
得

が
た
い
勉
強
に

な
っ
た
。
我
々
の

編
集
委
員
会
と
は
、

良
し
悪
し
は
別
と

し
て
驚
く
ほ
ど
違

う
委
員
会
構
成
や

庄内町議会視察

広
報
編
集
委
員
会

行
政
視
察
研
修
報
告

編
集
方
針
だ
っ
た
。推
し
量
る
に
、

広
報
の
み
な
ら
ず
議
会
運
営
や
他

の
部
分
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
違

い
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
と
、
大
変

感
心
さ
せ
ら
れ
た
研
修
視
察
だ
っ

た
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

感
想



仙
北
市
議
会
を
傍
聴
し
て

赤 

坂 

和 

仁

　

九
月
三
日
開
幕
の
第
５
回
仙
北

市
議
会
定
例
会
を
傍
聴
し
、
仙
北

市
の
今
後
を
占
う
重
要
な
方
向
性

に
つ
い
て
、
清
々
と
し
た
門
脇
市
長

の
報
告
か
ら
始
ま
っ
た
。
①
統
合

庁
舎
の
整
備
②
国
家
戦
略
特
区
へ

の
申
請
③
市
立
角
館
総
合
病
院
改

築
事
業
④
少
子
高
齢
化
問
題
⑤
農

業
・
観
光
・
新
産
業
の
振
興
に
よ

る
地
域
活
性
化
事
業
等
山
積
し
た

事
案
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
３
町
村

の
合
併
で
成
立
し
た
当
市
の
抱
え

る
深
い
悩
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

各
地
域
の
代
表
で
あ
る
市
議
会

議
員
は
議
会
制
民
主
主
義
の
最
小

単
位
で
あ
る
が
、
民
意
を
自
分
の

信
念
に
基
づ
い
て
議
決
権
を
行
使

す
る
と
い
っ
た
重
要
な
責
務
が
あ

る
。

　

人
口
減
が
加
速
度
的
に
進
行
し

て
い
き
、
都
市
力
が
消
滅
す
る
危

機
的
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
過
去
の

柵し
が
ら
みに
捕
わ
れ
ず
、
明
る
い
未
来
の

仙
北
市
の
た
め
に
「
羹
あ
つ
も
のに
懲こ

り
て

膾な
ま
すを
吹
く
」
で
は
な
く
「
火
中
の

栗
を
拾
う
」
強
い
意
志
と
実
行
力

を
も
っ
て
、
若
手
議
員
を
中
心
と

し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
前
向
き
且
つ

建
設
的
な
議
会
運
営
に
期
待
し
た

い
。

　

開
か
れ
た
市
議
会
に
、
市
民
も

是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

　
「
発
見
×
創
造　

も
う
ひ
と
つ

の
秋
田
」
を
テ
ー
マ
に
第
29
回
国

民
文
化
祭
が
始
ま
っ
た
。　

　

仙
北
市
で
は
、
多
く
の
事
業
が

行
わ
れ
る
が
、
飾
山
囃
子
や
「
仙

北
地
方
の
さ
さ
ら
」
郷
土
民
謡
・

手
踊
り
・
番
樂
な
ど
民
俗
芸
能
の

宝
庫
で
あ
る
。
更
に
文
化
芸
術
に

関
し
て
も
、
芥
川
賞
・
直
木
賞
作

家
や
秋
田
蘭
画
、
佐
竹
北
家
の
文

化
、
武
家
屋
敷
、
樺
細
工
、
白
岩

焼
等
す
べ
て
が
誇
り
を
持
っ
て
全

国
へ
発
信
で
き
る
素
晴
ら
し
い
素

材
で
あ
る
。
こ
の
文
化
・
芸
術
を

再
発
見
し
、
創
造
と
伝
統
芸
能
を

引
き
継
ぐ
若
者
を
育
て
る
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
全
国
か
ら

本
市
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
人
々

を
温
か
く
迎
え
て
い
き
た
い
。　

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
も
今
号
よ

り
構
成
や
見
出
し
を
変
え
、
用
語

解
説
も
多
く
し
、よ
り
見
や
す
く
、

読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
紙

面
に
一
歩
近
づ
け
た
か
な
と
思
い

ま
す
。「
日
に
新
た
に
、
日
々
に

新
た
な
り
」と
の
言
葉
の
よ
う
に
、

毎
号
新
鮮
な
気
持
ち
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
に
作
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
熊
谷
一
夫 

記
）

　

私
た
ち
は
合
併
し
た
時
点
で
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら

ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
予
測
可
能

な
事
柄
は
無
論
、
予
測
不
能
だ
っ

た
部
分
も
含
め
て
、
様
々
な(

課

題
と
言
う)

大
き
な
荷
物
を
背
負

い
込
ん
だ
。
そ
の
荷
物
の
中
で
最

大
の
も
の
は
出
来
る
限
り
、
旧

3
ヶ
町
村
の
均
衡
あ
る
発
展
を

図
っ
て
ゆ
く
、
と
言
う
も
の
だ
っ

た
は
ず
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
立
ち
位
置
や
考
え
方
に
よ
っ
て

視
点
は
異
な
る
も
の
の
、
民
意
の

そ
の
最
大
公
約
数
は
厳
然
と
し
て

存
在
す
る
。
今
般
の
市
当
局
の
唐

突
な
本
庁
舎
の
提
案
は
も
と
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
新
角
館
病
院
の

位
置
な
ど
、
都
市
計
画
と
し
て
の

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
で
も
言
う
べ
き

部
分
に
対
す
る
市
政
が
、
は
た
し

て
民
意
の
最
大
公
約
数
の
近
傍
に

あ
る
も
の
な
か
ど
う
か
、
す
で
に

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
部
分
も
あ

る
が
、
せ
め
て
今
後
の
選
択
部
分

に
お
い
て
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
的
な
、
形
あ
り
き
で
内
容
の
伴

わ
な
い
や
り
か
た
で
は
な
し
に
、

大
命
題
と
し
て
20
年
或
い
は
30
年

後
の
後
世
の
批
判
に
耐
え
る
べ

く
、
民
意
の
総
意
を
探
り
な
が
ら

今
一
度
、
立
ち
止
ま
っ
て
熟
慮
に

熟
慮
を
重
ね
る
べ
き
時
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
阿
部
則
比
古 

記
）

国文祭・交流センターで講演する
田中優子・法政大学総長

国文祭で大好評だった議会の振る舞い餅

・あつものにこりてなますをふく
　…ある失敗に懲りて、必要以上に用心深くなり無意味な心配をすることのたとえ

用語
解説


